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　震災から８年が経過しました。市内のハー
ド面の復興事業はおおむね完了し、復興の先
を見据えた新たな取り組みとして、本年度よ
り市民の皆さんの健康長寿の実現を目指すこ
とを、目標に掲げさせていただきました。
　福島県では、既に健康をテーマに県民運動
を展開していますが、福島県民の健康指標は、
都道府県の中でワーストの順位であり、県内
の市町村別では、本市が最も低い順位に位置

しているのが現状です。
　「明るく元気ないわき市」を具現化するた
めには、市民の皆さんが健康であることが基
本であると考え、本年を「いわき市健康元
年」と位置付け、さまざまな施策を打ち出し
てまいります。まず、市役所の組織体制を強
化すべく「健康づくり推進課」を新設し、健
康に関するデータの収集分析をはじめ、先進
事例を積極的に取り入れ、生活習慣病予防の
ためのメタボリック症候群の改善を図るほか、
健康増進に取り組む地域や企業をモデル的に
支援してまいります。併せて、飲食店などへ
の受動喫煙防止に向けた普及啓発や、食の面
から健康を増進する食育の推進にも力を入れ
てまいります。本年度を起点として、本市の
健康指標のＶ字回復を目指します。　　　　

こんにちは 市長室からこんにちは 市長室から

いわき市長　清 水 敏 男

『いわき市健康元年』
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耕
地
整
理
と
字
名
改
称
①

　
地
名
に
は
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
ヒ
ン
ト

が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
各
所
の
地
名
に

ま
つ
わ
る
由
来
な
ど
を
紹
介
し
「
い
わ
き
」

の
歴
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
。

　今
回
か
ら
、
地
名
が
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け

で
変
わ
っ
た
の
か
紹
介
し
ま
す
。

　昔
か
ら
よ
り
多
く
の
コ
メ
を
収
穫
す
る
た
め

農
地
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
、
農
業
関
係
者

に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
し
た
。
明
治
時
代
に

入
り
、
地
租
改
正
が
行
わ
れ
、
土
地
の
個
人
所

有
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
広
域
な
耕

作
地
を
持
つ
地
主
た
ち
は
、
収
益
を
上
げ
る
た

め
に
、
効
率
的
な
耕
作
地
の
所
有
と
こ
れ
に
沿

う
よ
う
な
用
水
路
の
改
修
に
努
め
ま
し
た
。

　耕
地
整
理
を
法
的
に
整
え
た
の
が
、
明
治
三

十
二
（
一
八
九
九
）
年
に
公
布
、
翌
年
に
施
行

さ
れ
た
耕
地
整
理
法
で
し
た
。
施
行
当
初
は
、

土
地
へ
の
執
着
な
ど
に
よ
り
、
容
易
に
事
業
着

手
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
を
補
完

す
る
た
め
、
明
治
三
十
九
（
一
九
○
六
）
年
に

は
国
庫
補
助
金
の
交
付
が
制
度
化
さ
れ
、
事
業

は
一
気
に
進
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま

で
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
た
水
田
は
碁
盤
の
目
に

整
備
さ
れ
、
字
境
の
調
整
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　当
時
の
平
町
の
新
川
（
現
新
川
緑
地
）
と
古

川
（
現
新
川
）
の
間
も
、
事
業
に
よ
り
農
地
区

分
が
再
編
さ
れ
、
字
名
改
称
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
町
第
一
耕
地
（
長
橋
村
・
拾
五
町
目
村
）
お

よ
び
平
町
第
二
耕
地
（
町
分
村
）
整
理
事
業
に

伴
う
字
名
改
称
は
、
明
治
四
十
一
（
一
九
○

八
）
年
の
町
議
会
で
提
案
・
可
決
さ
れ
、
福
島

県
へ
申
請
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
認
可
は
そ
う

簡
単
に
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
以
下
次
号

で
紹
介
し
ま
す
。

（
い
わ
き
地
域
学
會
　小
宅
幸
一
）

※

い
わ
き
市
内
の
昔
の
写
真
を
お
持
ち
で
、
提

　供
い
た
だ
け
る
方
は
、
ふ
る
さ
と
発
信
課

　（
☎
22
・
７
５
０
３
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　い
。

じ
ゅ
う
ご
ち
ょ
う
め

ま
ち
わ
け

堂ノ前公園に立つ平町第一耕地整理事業の記
念碑〔平成31（2019）年３月　いわき市撮影〕

よ
う
、
無
料
で
は
な
く
低
額
で
す
が
利
用

料
金
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
市
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
開
設
日
や
開
設
時
間
を
見
直
し
、

今
月
か
ら
火
・
水
曜
日
と
第
三
週
の
土
曜

日
に
開
設
し
ま
す
。
ま
た
、
火
・
水
曜
日

の
開
設
時
間
を
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
延

長
す
る
と
と
も
に
、
土
曜
日
は
午
前
十
一

時
か
ら
午
後
一
時
の
昼
食
の
時
間
帯
に
実

施
し
ま
す
。

　
食
卓
を
囲
み
な
が
ら
短
く
て
も
楽
し
い

時
間
を
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

動
で
は
な
く
、
日
常
生
活
に
密
着
し
た
活

動
に
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
週
に

三
回
開
設
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
近
隣

に
お
住
ま
い
の
方
が
多
く
、
利
用
を
き
っ

か
け
に
地
域
と
の
交
流
が
活
発
に
な
っ
た

方
や
、
生
活
リ
ズ
ム
が
整
い
健
康
に
な
っ

た
方
も
い
ま
す
。

　
子
ど
も
食
堂
な
ど
類
似
し
た
活
動
は
、

全
国
で
は
約
二
千
カ
所
、
県
内
で
も
十
カ

所
以
上
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
で
も
よ
く
報
道
さ
れ
ま
す
が
、
必

ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
子
ど
も
の
貧
困
問

題
が
併
せ
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
交

流
の
場
と
な
る
よ
う
開
設
し
て
い
る
の
で
、

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
方
た
ち
だ
け
が
来

る
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
な
い

Ｑ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂
を
始
め
た
き
っ

か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂
を
始
め
る
前
は
、

主
に
保
健
福
祉
、
教
育
関
係
の
業
務
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
朝
食
を

取
ら
ず
に
学
校
に
行
く
子
ど
も
や
、
交
流

の
機
会
が
少
な
い
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

が
増
え
て
い
る
現
状
を
知
り
ま
し
た
。

　
成
長
や
体
力
づ
く
り
の
た
め
に
大
切
な

朝
食
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
誰
で
も
利

用
で
き
、
皆
が
楽
し
く
話
し
な
が
ら
知
り

合
い
を
増
や
せ
る
交
流
の
場
を
つ
く
り
た

い
と
考
え
、
昨
年
四
月
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

食
堂
を
始
め
ま
し
た
。

Ｑ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂
に
つ
い
て
詳
し

く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
地
区
の
公
民
館
を
借
り
て
、
午
前
六
時

三
十
分
か
ら
八
時
ま
で
朝
食
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
月
に
数
回
の
イ
ベ
ン
ト
的
な
活
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増子裕昭さん
　特定非営利活動法人共創のまちサ
ポート理事長。地区の公民館で子ど
もから高齢者まで朝食を提供する、
コミュニティ食堂を開設している。

市
民
の
ひ
ろ
ば

○お問い合わせ　特定非営利活動法人共創のまちサポート☎090－6251－5814（増子さん）
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いわき駅いわき駅

平一中平一中

夏井川夏井川

好間川好間川

平一小平一小●●

●●

●●

平二小平二小

桜が丘高桜が丘高

平胡麻沢
郵便局
平胡麻沢
郵便局

磐城高磐城高
●●

●●
●● ●●

●●はるな幼稚園はるな幼稚園

飯野八幡宮飯野八幡宮七軒町
入口バス停
七軒町
入口バス停

コミュニティ食堂開設場所

平第14区公民館
（平字久保町11－４）
平第14区公民館
（平字久保町11－４）

ボランティアと協力して栄養バランスの良い
食事を提供

朝食を通じて
　コミュニティーをつくりたい


